
☑

☑

☐

☑ 環境

☑

☑

☐

☑

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☑

☐

☐

☑

☑

☐

☑

☑

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社グランディール総合保険研究所

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

事故、災害、病気などで絶望している個人・企業にとって「補償/保障」という安心を持続的永続的に提供できる強い味
方・希望を与える存在であるとともに、それらの災いを未然に防ぐ手法・最小限に抑える工夫を共に考え構築することで
地域経済の活動を停止させない仕組みづくりをし、人々が安心安全に暮らせる社会の実現に貢献する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場
合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

保険代理店である自社が全ての契約者およびその家族との間に揺るがない信頼関係を築くとともに、メーカーである
三井住友海上と共同で熊本県・県警・商工会議所等のあらゆる機関と連携し安心をお届けする。またそれらを行うことで
自社が持続的に成長し、従業員一人ひとりが働きやすく幸せを実感できる職場づくりを実現する。

環境

・保険商品を通じた自然災害や交通事故への備え・提案活動

・地震保険付保率
　2023年101.8％→2026年
105.0％
・水災を含む火災保険オールリスク率
　2023年62.3％→2026年82.0％
・ドライブレコーダー型自動車保険セット
率
　2023年10.8％→2026年15.0％

社会

経済

・ペーパレス推進
・CO2削減のための電気自動車導入

・ペーパレス推進
　2023年25.000枚→2026年
20.000枚
・電気自動車の導入
　2023年0台→2026年1台

社会

経済

環境

・地域企業のサイバーセキュリティ対策の個別支援
・サイバー関連の災害に備える保険商品の提案

・サイバーセキュリティ対策セミナー案内
　2023年　0回実施　→2026年　3回
実施
・サイバー関連賠償責任保険加入率
　2023年　4.0％→2026年　6.5％

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境 ・保険商品を通じた自然災害や交通事故への備え・提案活
動
→・地震保険…中途付帯が増えたため
　・火災保険…契約件数が伸びたが水災不担保の契約が増
えたため
　・ドラレコ…すでに市販のドラレコの普及率が高かったた
め

・地震保険付保率 98%→
100％
・水災を含む火災保険オー
ルリスク率 79.1→82％
・ドライブレコーダー型自
動車保険セット率 4.7％
→15％

・地震保険付保率→
101.8％
・火災保険率→62.3％
・ドラレコセット率→
10.8％

社会

経済

環境 ・企業に対し従業員のケガの補償、ケガや病気による休業
中の収入を保証する福利厚生を含む商品の提案
→2社へ提案は行ったが成約に至らなかった
・従業員が生き生きと働けることで接続可能な企業へ成長
するための健康経営に向けた個別支援
→3社実施することができた

・GLTD 加入率 0.3％→
5％
・働き方改革、健康経営セ
ミナー開催未実施→実施

・GLTD 加入率 →
0.3％
・セミナー開催→実施

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してく
ださい。

環境
・地域企業のサイバーセキュリティ対策の個別支援
→実施
・サイバー関連の災害に備える保険商品の提案
→リスクマップを利用し提案したが、身近なリスクとして捉
えていただけなかった

・パートナー企業を通じた
県警やサイバー関連事業
者等とのサイバーセキュリ
ティ対策セミナー開催 未
実施→実施
・サイバー関連賠償責任保
険加入率 1.4%→5％

・セミナー開催→実施
・サイバー保険加入率
→4.0％

社会

経済


